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凡例




これは「歌舞伎襍記」（昭和二十一年九月二十五日　光文社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








世話狂言の鑑賞




一




　世話狂言とは庶民生活の描寫劇である、と一應定義づけることができる。

　さうとすれば、平安時代の猿樂演藝のあるもの、能狂言の殆ど全部、歌舞伎の半領域程度、新派や新劇の大部分は、世話狂言といふことにもなるであらうが、此の場合は、無論、歌舞伎の世話狂言だけに限定しておく。




二




　沿革について詳しく言ふことは差し控へるが、一とわたりは見ておく必要もあらう。

　歌舞伎の世話狂言の發生は、どこに求められるであらうか。それは、能狂言のやつし、くづし、乃至は近世化俳諧化といふことに歸着するであらう。そこに出發して、當面の庶民生活描寫をまじへ、猿若といふ道だう外げ狂言卽ち滑稽寸劇の寫生劇が生れた。一方に、時代を反映した衆道事、傾城事といふ遊里の描寫劇が著しくなつて、世話狂言的な色彩が濃厚になつた。武家階級を取り扱つた武家狂言・時代狂言、公卿階級を取扱つた王代（朝）物に對して、町人・庶民生活を取り扱つたそれらを、世話狂言と呼ぶやうになつた。元來、「世話」は、「世の噂話」のことであり、通俗の義も含まれてゐる。世話狂言がじたいさういふ内容の劇であること言ふまでもない。淨瑠璃の發達も同樣で、世話淨瑠璃のはうが後からであつた。さうして、世話淨瑠璃よりも歌舞伎の世話狂言のはうが一步先んじて著しくなつた。これは淨瑠璃が、藝術形態を固定させる傾向のある音樂を基本とし、又その傳統に時代物的、中世的なものが多かつたからである。

　歌舞伎における世話狂言の完成も、時代物におくれてゐた。これは、文學史においても見られる所であつて、當代生活が藝術化されるのは、生活そのものの發達成熟と不可分の聯關を持つてゐるからである。史傳や歷史小說についで現代小說の出てくるのもその故である。歌舞伎にあつては、だいたい時代狂言の完成は寶曆前後に求められる。作者で言へば、並木正三から奈河龜輔のあたりである。が、世話狂言の完成は、三四十年ほどおくれて、寬政から文化文政時代に求められてゐる。さうしてそれは正しい。




三




　京阪における元綠歌舞伎以來の世話狂言脈は、時代狂言の完成を見た正三あたりから合理化されて、明らかに時代と世話の二本立形式になつた。一いち夜や漬づけ狂きやう言げんといふ——世話淨瑠璃の行き方を歌舞伎で實現した——形式が顯著になつた。

　一夜漬は一つの科語ながら、際物劇、新聞種脚色劇であつた。これは明らかに合理化された世話狂言の發生相であった。それが並木五瓶に至つて相當に熟した。一方、江戶では浪曼的な時代世話混交形態が頑張つてゐたので、世話狂言の發達はおくれた。けれども、京阪へ三年間くらゐづつ留學して來た壕越二三治と初代櫻田治助等の努力によつて、世話狂言は次第に獨自の發達を遂げた。そこへ寬政度に五瓶が東下して來て、世話狂言の確立といふことが成されたのであつた。

　但し、これは江戶での事であるが、併し、一般文化の流れも、文學も、さうであるが如くに、京阪併合の上に立つ完成であつた。だから、歌舞伎世話狂言の完成は、寬政年度から、文化文政にかけて行はれたと言つても差支へないのである。

　尙ほ一つ注目すべきは、生き世ぜ話わ狂きやう言げんの顯現である。これは、世話淨瑠璃系、京阪系、江戶系の世話物の集大成的完整を見たといふ理由によるばかりでなく、旺盛なる庶民の表現意慾の現はれであつたとも言ヘるであらう。而して、この生世話狂言の發生は、寬政度からのことであつた。寬政四年十一月、江戶河原崎座に初演された『三日月お仙』は、その顯著な。第一作とされてゐる。

『三日月お仙』の主演者は、四世岩井半四郎で、三田の三角なる三日月長屋の切見世女郎お仙に扮したのであつた。當時の江戶劇壇否日本劇壇の名女形と立てられてゐた大太夫半四郎は、岡場所なる三角の切見世を知らなかつた。作者の增山金八の案内でひそかに見學の上演出したのであつた。それほどに市井といつても思ひきつて下層の生活描寫を試みたのであり、しかもそれが、女俠ともいふべき惡あく婆ばの濫觴ともなつたのであつた。世話狂言と惡婆とは、切つても切れないもののやうに考へられるが、寬政以後の代物なのである。女だてらにゆすりのあひずりになつたり、出刄庖丁を振りまはして殺傷沙汰に及ぶ、あの惡娑型は、江戶も近世での產物なのであつた。

　世話狂言の中に生世話狂言の派生したことは、世話狂言の發達極致を示唆してゐると言つてよからう。




四




　沿革といふにはふさはしくないが、歌舞伎世話狂言の由來を、一と口に言へば右のやうになる。

　結局、生世話狂言、作者の大南北、役者の四世、五世の岩井半四郎、四世・五世の松本幸四郎等によつて、主として織り出されたものであつたが、それを生んだは、時代の國民生活であつた。庶民の生活が成熟してゐたから、世話狂言の完成も見たのであると言つてよからう。

　從つて、その鑑賞に際しても、大南北並に其の周圍の作者による世話狂言——『東海道四谷怪談』を代表とする作群に對しては、所謂化政時代の生活を後ろにおいて眺めるの用心を忘れてはならぬ。また、ずつと下つて、如皐、默阿彌並に其の周圍の作者による世話狂言——『切られ與三』や『三人吉三』によつて代表される作群は、嘉永・安政以後の頹廢的生活を後ろにおいて鑑賞するを必要とするわけである。

　もう今日では、世話狂言は當代的演劇ではなくして、古典である。過去の文化財である。豫備知識なくしては、正當な鑑賞にたえ得るとは思はれない。先づ、題材と筋と人物といふ、三つの構成要素に對して、特殊の用意を以て檢討してほしいと思ふ。

　無論、何等の豫備知識なくとも、國民性を同じくし、近世でのことに屬する事柄が多い以上、何等かの劇的印銘は受けるであらうが、味はふといふ所までは達しないであらう。どういふ時代の生活に基礎を置いてゐるのか、先づおほよその時代文化についての理解を持つことが必要だと思ふ。元より、浪曼主義の演劇ではあるが、時代狂言におけるよりも、遙かに寫實性に富んでゐる。江戶の生活に足をつけてゐる度合は、ずつと深いからである。

　『四谷怪談』を例に取つて見よう。生活に窮して傘張りを内職にしてゐる御ご家け人にんの伊右衞門、其家に行はれるお岩や小平の慘劇、强惡無慚な直助權兵衞などいふ人物は、文化文政度でなければ見られない境遇であり、性格であるとも言へる。『三人吉三』に見るやうな、意氣な江戶つ子肌の盜賊、一種の探偵劇といふ如きものも、安政の大震後の江戶に著しかつたものであるらしい。




五




　生活相の描寫されてをり、また演出される以上、その當時の時世相——風俗、習慣等——に對する關心も亦必要である。

　ここに『髮かみ結ゆひ新しん三ざ』といふ世話狂言がある。脚色初演されたのは明治初年であつたにしても、時代背景は幕末である。二つ名のある彌太五郎源七をやりこめて歸した入いれ墨ずみ新しん三ざが家主に苦もなくやりこめられる。家主とふものが隣組長以上の職權を持つてゐたことを知らず、今日の差配人、管理人と同じものとだけでは、何だか譯がわからず、辻褄の合はないものにならう。入墨といふ刑罰がどんなものなのか、初鰹が江戶つ子に取つていかばかり魅力を持つてゐたかなどが分からなければ、興味は半減されるであらう。だから、初めて歌舞伎を見る女學校出のお孃さんや中學生が、映畫に趨るのも無理はないとも言へよう。時代狂言よりもその點に至つては、鑑賞上には困難さが橫たはつてゐると言ヘる。




六




　次に、演技の點、演出の點で、特に留意してほしいのは、すべて樣式的であり音樂的だといふことである。

　歌舞伎は物を言ふに、ふしをつけて言ふから、何だかよく聞き取れず、伴奏の三味線や唄聲がうるさくていやだと、新代の靑年やインテリ女性に嫌はれる。併し、歌舞伎が準樂劇と呼ばれて、獨得な演劇形態を持つてゐるのは、此の音樂的演出の故なのである。これがうるさくて嫌はれたのでは、世話狂言の鑑賞も何もあつたものではなからう。

　言はば、世話狂言は、創作された時代にして見れば、社會劇であり現代劇であるわけだから、寫實的演技であつてよささうなものである。さうして、今日においても、その一面には確かに寫實的な演技を持ち、また寫實的な演出のところもある。けれども、全體から言へば、すつかり古典化し、樣式化し、音樂化してゐると言つてよいのである。寫實に發しながら、寫實であつてはならない藝術形態になつてゐる。それは結局、音樂的演出のためである。

　元來は、世話狂言は相當寫實的であつたと思はれる。元祿期の近松の御家狂言の中の世話の部分や、大南北在世當時あたりには、今日の新劇同樣の科白劇的な部分さへあつたらしく思はれる。それが、一つには義太夫狂言が陸續と輸入されたのと、もう一つには、その前後から下座音樂が急激な發達を遂げたといふ、此の二つの大きな理由のために、音樂的また樣式的な演出に移行したものと考へられる。だから、よしんば、初演當時には音樂的演出味の比較的少ない科白劇であつたものも、今日——少なくも、明治以後の舞臺にあっては、甚だしく音樂入りになつてしまつたものがある。

　尤も、それには、京阪の名優三代目中村歌右衞門あたりが、江戶に下つて人氣を博したので、京阪の音樂的演出に影響せられた所も少なしとせぬ。幕末に至つても、四世歌右衞門、四世（名人）市川小團次といふやうな代表的俳優が、やはり京阪の音樂的演出法を傳來したのであつた。

　そんなわけで、初演の時にはちよぼ無しであつた世話場に、幕末以降に至つてちよぼの加へられたといふやうな場合が少なくないのである。いつたい、舞臺藝術の推移にあたつては、素朴な舞踊とか朗誦とか科白に發しても、次第に音樂的演出によつて洗練され典雅化され、進步し、やがて發達の極致に到り樣式化し固定するといふのが常道である。歌舞伎も同じ道を步んでゐることになる。

　下座音樂は、長唄連中による各種の合方、唄、鳴物（囃子）である。必ずしも、音樂は世話狂言だけのものでなく、歌舞伎全體にわたつて同樣であるが、特に世話狂言において、下座音樂は最も豐富で重要なのである。だから、此の點に關心と理解とを持たなければ、正當な鑑賞は不可能と言つてもよい。

　時代狂言にも下座音樂は用ひられるが、この方の大部分には義太夫節といふ音樂が重要視されてゐる。元來、下座音樂の發達整備は明和・安永・天明以降のこと、それも江戶においてのことで、寬政から文化・文政にかけてすつかり出來上り、幅をきかすやうになつたのである。それは時代から言へば、ちやうど世話狂言の成熟と略々時を同じくしてゐた。のみならず、世話狂言に對してならば、時代狂言と違つて、自由自在な音樂描寫も成し得たから、世話狂言と下座音樂とは急速に又完全に結びついたのであつた。見方によると、下座音樂にリードされ過ぎた感さへある。

　大薩摩連中が淺黃幕の外に現はれて演奏したり、所作事に雛段の設けられたのは、何れも寬政四年以來のことと記憶してゐるが、下座音樂が演出上に非常な勢力を加へたのは、文化文政度のことだつたと言へる。

　だんまりは時代狂言の一部であるが、下座音樂のために發生した一形式であるとも極言される。それが世話狂言の中に輯錄されて、世話だんまりなるものも生れてゐる。「四谷怪談」の隱亡堀の幕切れとか、「因果小僧」の八つ山下などに世話だんまりがいみじくも用ひられてゐる。

『三人吉三』の「月もおぼろに白魚の、かゞりも霞む春の空云々」とか、『切られ與三』の「しがねえ戀の情けが仇云々」などといふ、景容ぜりふ一名厄拂ひと呼ばれる、音樂的なせりふも、音樂的演出に呼應して嘉永・安政以後に至つて、特に著しくなつたことも、それでうなづかれるわけである。

　世話狂言には、特殊な局面がある。例へば、哀傷を主眼とする世話場、情事を主眼とする濡れ場、美しきスリルを主眼とする殺し場、責め場、或ひはゆすり場などといふ場面がある。これら局面の著しく發達したのも寬政以後のことであると言つてよい。

　幕明き、幕切れの味にも留意し、その雰圍氣を釀成する下座音樂と拍子木の效果にも味はふべき大切なものがある。

「仕出し」と呼ばれる、重要ならぬ登揚人物をも注視せねばいけないし、端は敵がたきとか半はん道だう外けとか手て代だい敵がたきとかの役柄の定型も一と通りは心得ておいてほしい。
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